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芸
術
文
化
の
振
興
に
貢
献　

女
性
で
は
初　

6
人
目
の
名
誉
市
民

嶺
貞
子
さ
ん
に
飯
山
市
名
誉
市
民
称
号
を
贈
呈

里
山
の
木
々
も
赤
や
黄
色
に
染

ま
る
10
月
31
日
、
9
月
定
例
市

議
会
で
飯
山
市
6
人
目
の
名
誉

市
民
に
決
定
し
た
声
楽
家
で
東
京

藝
術
大
学
名
誉
教
授
の
嶺
貞
子

さ
ん
（
飯
山
地
区
田
町
出
身
）
の

名
誉
市
民
称
号
贈
呈
式
が
市
役

所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

嶺
さ
ん
は
、
飯
山
北
高
か
ら
東

京
藝
術
大
学
音
楽
部
声
楽
科
に

入
学
、
同
校
を
首
席
卒
業
さ
れ
、

同
専
攻
科
・
同
大
学
院
独
唱
科
を

修
了
。
在
学
中
に
安
宅
賞
、
野
村

学
芸
財
団
あ
ら
え
び
す
賞
を
受

賞
。
イ
タ
リ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
、
西

ド
イ
ツ
、
イ
ギ
リ
ス
に
留
学
さ
れ
、

声
楽
を
磨
か
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
愛
知
県
立
芸
術
大
学

講
師
、お
茶
の
水
女
子
大
学
講
師
、

東
京
藝
術
大
学
講
師
・
助
教
授
・

教
授
を
経
て
、
現
在
は
東
京
藝
術

大
学
名
誉
教
授
、
演
奏
家
と
し
て

精
力
的
な
活
動
の
傍
ら
、
後
進
の

指
導
に
あ
た
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

オ
ラ
ト
リ
オ
を
国
内
の
主
要

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
多
数
共
演
。
ま

た
、
全
国
各
地
で
古
典
か
ら
現
代

ま
で
の
イ
タ
リ
ア
歌
曲
を
中
心
と

し
た
リ
サ
イ
タ
ル
を
行
い
、
発
表

し
た
Ｃ
Ｄ
の
多
く
が
レ
コ
ー
ド
芸

術
誌
に
お
い
て
特
選
盤
に
選
ば
れ

る
な
ど
、
イ
タ
リ
ア
歌
曲
の
第
一

人
者
と
し
て
国
内
外
で
高
く
評
価

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

飯
山
市
制
40
周
年
記
念
事
業

と
し
て
行
っ
た
「
心
の
う
た
・
ふ

る
さ
と
の
う
た
」 (

第
1
回
〜

4
回) 

の
選
者
お
よ
び
審
査
員

を
務
め
、
市
制
50
周
年
記
念
公

演
を
は
じ
め
、
第
三
中
学
校
閉

校
記
念
講
演
・
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

ト
や
城
南
中
学
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
、

飯
山
北
高
１
０
０
周
年
記
念
コ
ン

サ
ー
ト
に
出
演
さ
れ
ま
し
た
。
市

主
催
の
コ
ン
サ
ー
ト
の
出
演
料
を

市
文
化
振
興
の
た
め
に
全
額
寄
付

さ
れ
る
な
ど
郷
土
の
た
め
に
も
ご

尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
市
議
会
議
員
を
は

じ
め
行
政
委
員
、
名
誉
市
民
推
薦

懇
談
会
、
区
長
協
議
会
、
推
薦

人
の
方
々
な
ど
約
70
人
が
参
列
さ

れ
ま
し
た
。
嶺
さ
ん
の
同
級
生
も

駆
け
つ
け
ら
れ
た
た
め
、
厳
粛
な

中
で
も
、
ど
こ
か
温
か
な
雰
囲
気

の
あ
る
贈
呈
式
と
な
り
ま
し
た
。

　

式
辞
で
足
立
市
長
は
、「
長
き

ご親族や同級生の皆さんと記念撮影をされる嶺貞子さん（前列左から 3人目）

東京藝術大学音楽部声楽科首席卒業、同専攻科・同大学院独唱科
修了。愛知県立芸術大学講師、お茶の水女子大学講師、東京藝術
大学講師・助教授・教授を経て、現在東京藝術大学名誉教授を務
める。イタリア歌曲の第一人者として国内外で高く評価される。

に
わ
た
り
飯
山
市
の
芸
術
文
化
の
振
興
に
ご
尽
力
い

た
だ
き
、
国
内
の
み
な
ら
ず
世
界
で
活
躍
さ
れ
て
い

る
こ
と
は
郷
土
飯
山
市
の
誇
り
で
あ
る
。」
と
あ
い
さ

つ
し
、
引
き
続
き
国
内
の
声
楽
家
の
育
成
と
飯
山
市

の
発
展
へ
の
ご
指
導
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

嶺
さ
ん
は
「
幼
少
の
頃
、
凍
て
つ
く
よ
う
な
寒
さ

の
中
、
暗
い
空
に
無
数
の
星
屑
が
天
の
川
を
織
り
成

し
て
い
た
。
大
自
然
の
豊
か
な
恵
み
は
何
か
見
え
な

い
大
き
な
力
が
創
造
し
た
も
の
と
深
く
感
動
し
た
。」

「
結
核
性
股
関
節
炎
の
闘
病
中
に
自
宅
か
ら
見
え
る
、

咲
き
誇
る
城
山
の
桜
を
見
な
が
ら
詩
を
書
い
た
り
、

作
曲
し
た
り
退
屈
し
な
か
っ
た
」
な
ど
と
自
然
豊
か

な
飯
山
で
の
自
身
の
生
い
立
ち
や
青
春
時
代
を
振
り

返
り
な
が
ら
あ
い
さ
つ
さ
れ
、「
友
人
や
多
く
の
人
た

ち
の
や
さ
し
い
心
を
一
身
に
受
け
て
き
た
」
と
周
り
の

方
々
へ
の
感
謝
の
言
葉
で
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

  嶺 貞子（みね さだこ）  さん
　（本名：峰村貞子　昭和 11年 5月 4日生）

　　　　飯山地区田町出身、東京都葛飾区在住
　　　　音楽家：声楽（ソプラノ）

木 内  四 郎　さん

平成 4年授与

長 谷 川 青 澄　さん

（明治 34年 8月 20日生・平成 7年 5月 24日逝去）
秋津地区出身   京都大学名誉教授として活躍される中、東洋史の研
究に精魂を傾けられ研究を通じ我が国の文化の発展に貢献された。

宮 崎  市 定　さん

（明治 29年 7月 3日生・昭和 63年 8月 31日逝去）
常盤地区出身　旧大蔵省主計局長を経て参議院議員として活躍、
科学技術庁長官を 2期歴任され、国および市の繁栄に貢献された。

昭和 63年授与

飯山地区出身　日本画壇を代表する画家であり、院展での内閣総
理大臣賞の受賞など全国的に功績は高く評価されている。

平成 7年授与

大 沼   淳　さん

（大正 5年 9月 25日生・平成 16年 7月 23日逝去）

飯山地区出身　学校法人文化学園の理事長として、日本の私立大
学やファッション教育の発展と充実に貢献される中、同学園の研
修施設として文化北竜館、北竜温泉スキー場を開設。伝統的行事
の継承などにも深い理解を示され地域の活性化にも寄与された。

（昭和 3年 4月 11日生）
平成 16年授与

北 澤  宏 一　さん 平成 25年授与
（昭和 18年 4月 17日生・平成 26年 9月 26日逝去）
外様地区出身　東京大学教授、科学技術振興機構理事長を歴任。
超伝導の世界的権威であり、国の学術研究の発展に貢献。東日本
大震災に起因する福島第一原発事故の福島原発事故独立検証委員
会の委員長を務め、原子力事故の原因解明に努められた。



飯
山
市
総
合
戦
略
を
策
定
２
０
４
０
年
の
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
は
１
万
６
２
０
０
人
に
設
定

　
「
ま
ち
・ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
」

に
基
づ
き
、
飯
山
市
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
を
踏
ま
え
、
安
定
し
た
人
口
構

造
を
保
持
し
、
将
来
に
わ
た
っ
て

市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
し
、
働
け

る
活
力
あ
る
地
域
の
形
成
、
若
い

世
代
を
中
心
に
希
望
に
応
じ
た
結

婚
・
出
産
・
子
育
て
が
で
き
る
新

幹
線
時
代
の
飯
山
市
づ
く
り
を

目
指
す
「
飯
山
市
総
合
戦
略
」。

　
７
月
６
日
の
初
会
合
以
降
、
分

野
別
懇
談
会
な
ど
で
各
分
野
の

「
現
場
」
の
声
を
反
映
さ
せ
る
な

ど
、
よ
り
市
の
実
情
に
沿
っ
た
総

合
戦
略
策
定
の
た
め
会
議
を
重
ね

て
き
ま
し
た
が
、
10
月
30
日
に
行

わ
れ
た
第
６
回
会
議
で
「
飯
山
市

総
合
戦
略
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

飯
山
市
総
合
戦
略
は
国
の
戦

略
に
合
わ
せ
、
平
成
27
年
度
か

ら
平
成
31
年
度
ま
で
の
5
カ
年

の
計
画
で
す
が
、人
口
ビ
ジ
ョ
ン

「
25
年
後（
２
０
４
０
年
）の
人
口

１
万
６
２
０
０
人
」の
達
成
に
向

け
、
戦
略
に
沿
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な

施
策
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　

行
政
だ
け
で
は
な
く
、
市
全
体

で
共
有
化
を
図
り
、
市
民
の
皆
さ

ん
と
協
働
、
連
携
し
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。
市
全
体
の
力
を
結
集

で
き
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　　住む人も訪れる人もその良さが実感できる新幹線時代の飯山市づくり基本
方針

柱柱柱柱①地域経済活性化・雇用創出
○新幹線開業効果で地域に元気を創出

指標 基準値 目標値
観光入込客数（日帰り +宿泊）
（根拠：長野県観光入込客数統計）

平成 26年
1,199,800 人

計画期間年平均
160万人

飯山駅乗車数（新幹線）
（根拠：JR東日本公表資料・市調査）

新幹線開業後
1ヵ月の日平均
約 500人

計画期間日平均
1,300 人

●主な重要業績評価指標（KPI）
新規就農者数：H26年度 3人→期間累計 30人
既存企業支援等による雇用増加数：

H26年度 29人→期間累計 300人
起業支援による起業件数：H26年度 1件→期間累計 25件
外国人宿泊者数：H26年 1,836 人/泊→H31年 30,000 人 / 泊
◇ KPI 達成のための施策
（1）新たな産業と雇用の創出・人材育成の推進
（2）地域産業力の強化
（3）新幹線飯山駅を活用した観光交流人口の増加

柱柱柱柱②若者定住・移住定住推進
○若者の夢が実現するまち
　飯山での魅力ある暮らしを提案・発信

指標 基準値 目標値
成婚組数

（根拠：市調査）
平成 25・26年
度年平均 105組

計画期間年平均
120組

転出者と転入者の差
（根拠：長野県毎月人口異動調査）

平成 26年
▲ 155人

平成 31年
▲ 125人

（約 2割改善）
●主な重要業績評価指標（KPI）
若者定住のための住宅整備件数：H26年度 7件→期間累計 37件
婚活事業での成婚組数：H26年度 2組→期間累計 10組
若者会議提案事業実現件数：期間累計 10件
空き家あっせん件数：H26年度 12件→期間累計 100件
市の支援による移住件数：H26年度 38件→期間累計 275件
◇ KPI 達成のための施策
（1）若者定住のための条件、環境整備等
（2）移住希望者の視点に立った総合的な移住定住対策

柱柱柱柱

●主な重要業績評価指標（KPI）
日曜・祝日保育実施保育園：H26年度 0園→H31年度までに 2園
保育料の軽減：H26年度 44.1%→ H31年度 65%
市内小児科診療所・病院数：H26年度 5カ所→H31年度 5カ所維持
全国学力テスト・体力テスト：

現状平均以下→H31年度までに県・全国平均以上

③子育て支援・次世代育成

○「子育てするなら飯山市」の実現
指標 基準値 目標値

合計特殊出生率
（根拠：市調査）

平成 20年～平成 24年平均
1.42

平成 31年
1.6

◇ KPI 達成のための施策
（1）子育て支援の充実　　（2）次世代育成・教育

柱柱柱柱

●主な重要業績評価指標（KPI）
自主防災会等組織集落：H26年度 98集落→H31年度全集落
市内公共交通路線数：H26年度 13路線→H31年度 13路線維持
信越 9市町村広域観光連携会議を核とした広域観光事業の推進
観光交流イベント参加回数：H26年度 12回→H31年度 20回

④いつまでも安心して暮らせる地域づくり

○雪国の暮らしをより明るく快適に
指標 基準値 目標値

地区活性化センター数
（根拠：飯山市組織規則）

平成 27年度
10地区

平成 31年度
10地区の維持

◇ KPI 達成のための施策
（1）安心安全な暮らしの確保
（2）地域間連携・産学官等連携の促進

　○ 総合戦略（5カ年）の最終年、平成31年における人口20,500人の達成
　○ 人口ビジョン、平成52年における人口16,200人の達成

人口の現状と将来展望
○市の人口は昭和 30年以降減少、H22年国勢調査では約 23,500 人、特に平成 3年以降は出生者数を死亡者数が上回
　る状況。一定の政策を講じることで出生率の改善による自然増や社会的理由による人口減少に一定の歯止めをかける。
○国立社会保障・人口問題研究所による推計を結果を参考に出された 2040年の飯山市の人口は約 14,500 人。

練
習
で
培
っ
た
全
て
の
力
で
一
歩
一

歩
を
踏
み
出
し
て
い
ま
し
た
。

　
レ
ー
ス
は
飯
山
チ
ー
ム
が
２
位

に
６
分
差
を
つ
け
る
快
走
で
、
2

年
連
続
26
度
目
の
優
勝
を
果
た
し

ま
し
た
。

　

長
期
間
に
わ
た
る
練
習
や
大
会

運
営
、
交
通
整
理
な
ど
に
携
わ
っ

た
皆
さ
ん
、
た
い
へ
ん
お
疲
れ
さ

ま
で
し
た
。

区間 スタート 距離 区間賞
1 勤労者体育館 2.1km 小林賢二郎（飯山A）
2 木島農免道路 3.1km 平野慶介（常盤A）
3 東小学校前 2.7km 小林啓将（太田A）
4 上野公民館 2.5km 祖父江凛（太田A）
5 大深交差点北 3.2km 山室　忠（柳原A）
6 上 境 駅 2.1km 大塚公貴（飯山B）
7 中外集荷場 2.3km 小林万章（飯山A）
8 温 井 入 口 2.4km 丸山智生（木島A）
9 三郷公会堂 2.4km 市村優太郎（木島A）
10 五荷駐車場 1.7km 佐藤彩波（飯山B）
11 柳沢公会堂 2.5km 岩崎真哉（飯山A）
12 外様活性化センター 3.0km 滝澤高太郎（飯山A）
13 いずみだい保育園 2.7km 平野慶介（常盤A）
14 正受庵上駐車場 2.1km 岡田滉樹（飯山A）
15 飯 山 高 校 2.2km 中沢瑛人（木島A）
16 新町区民センター 1.9km 鷲野彪雅（飯山A）
ゴール 城北グラウンド

温かな応援が選手を後押し

地域の絆であるタスキを次のランナーに託す

勤労者体育館前をスタートする選手たち

16
区
間
で
地
域
の
絆
を
つ
な
げ

第
42
回
飯
山
市
駅
伝
大
会区間賞

　

10
月
11
日
、
飯
山
市
駅
伝
大
会

が
開
催
さ
れ
、
夏
か
ら
長
き
に
わ

た
る
練
習
を
行
っ
て
き
た
９
地
区

の
全
22
チ
ー
ム
（
内
オ
ー
プ
ン
6

チ
ー
ム
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

勤
労
者
体
育
館
か
ら
城
北
グ
ラ

ウ
ン
ド
ま
で
の
38
・
９
㌔
、
16
区

間
を
選
手
た
ち
は
地
域
の
絆
で
あ

る
タ
ス
キ
を
つ
な
ぎ
ま
し
た
。

　

昨
年
か
ら
導
入
さ
れ
た
前
年

度
入
賞
で
き
な
か
っ
た
チ
ー
ム
に

限
り
同
一
選
手
が
連
続
し
な
い
2

区
間
を
走
る
こ
と
が
可
能
と
な
る

「
2
回
走
行
」
と
、
実
家
は
市
内

に
あ
る
が
現
在
市
外
に
住
ん
で
い

る
選
手
が
1
人
に
限
り
出
場
可
能

な
「
ふ
る
さ
と
選
手
」
ル
ー
ル
を

３
チ
ー
ム
が
活
用
。
タ
イ
ム
や
順

位
な
ど
に
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

　

市
内
９
地
区
を
巡
る
コ
ー
ス
沿

道
に
は
、
多
く
の
皆
さ
ん
が
訪
れ
、

走
っ
て
い
く
選
手
た
ち
に
大
き
な

声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。
選
手

も
そ
の
声
援
に
応
え
る
よ
う
に
、

飯
山
チ
ー
ム
の
選
手
兼
精
神
的
支

柱
と
し
て
チ
ー
ム
を
け
ん
引
し
た

小
山
裕
資
さ
ん
の
お
話

　

優
勝
で
き
た
こ
と
も
嬉
し
い
が
、

チ
ー
ム
の
子
ど
も
た
ち
が
、
か
な

り
き
つ
め
の
練
習
に
音
を
上
げ
ず

取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
が
チ
ー
ム

と
し
て
嬉
し
か
っ
た
。

1 位でゴールする鷲野選手

閉会式では県縦断駅伝選手の紹介も行われました

順位 チーム名 タイム
1 飯山A 2:15:49
2 木島 A 2:21:54
3 常盤 A 2:22:29
4 柳原 A 2:25:50
5 太田 A 2:25:54
6 飯山 B 2:25:56
7 瑞穂 A 2:26:55
8 秋津 A 2:31:22
9 岡山 A 2:34:00
10 木島 B 2:38:52
11 外様 A 2:39:01
12 常盤 B 2:41:39
13 柳原 B 2:49:13
14 太田 B 2:49:33
15 秋津 B 2:50:07
16 常盤 C 2:53:15
オープンの部
1 瑞穂B 2:41:07
2 飯山 D 2:49:39
3 飯山 C 2:52:07
4 木島 C 3:02:11
5 岡山 B 3:04:21
6 外様 B 3:17:04
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タングラム
斑尾

赤倉

週末特日運行

北志賀 志賀 中野

木島平

野沢温泉

ＪＲ路線

バス路線

栄村

飯山駅バス交通体系

斑尾コミュニティバスの
拡充方式で運行

戸狩温泉
スキー場

1/29 ～ 2/28 レストランかまくら村
2/13 ～ 14 かまくら祭り

ウィンターシーズンはバスダイヤが充実します

戸狩温泉方面（２種類のバスが運行します）
◆路線バス温井線（12/19 ｰ 3/31） ◎急行バス（12/19 ｰ 3-31）

二ツ宮 戸狩温泉
スキー場

戸狩野沢
温泉駅

信濃平
（外様） 飯山駅

◆ 9:47※ 9:51 9:57 － 10:19
◎ 10:32 10:37 10:45 11:00
◆ 11:47 11:51 11:57 － 12:19
◎ 12:27 12:32 12:40 12:55
◎ 13:52 13:57 14:05 14:20
◆ 14:54 14:58 15:04 － 15:26
◎ 15:47 15:52 16:00 16:15
◆ 16:41 16:45 16:57 － 17:13
◆ 18:36 18:40 18:46 － 19:08

【戸狩温泉→飯山駅】

ウィンターシーズンはバスダイヤが充実します
　　商工観光課 観光係　☎ 62-3111 内線 212・213高

橋
ま
ゆ
み
人
形
館　
入
館
者
70
万
人
突
破

　

10
月
12
日
、
高
橋
ま
ゆ
み
人

形
館
の
オ
ー
プ
ン
か
ら
の
入
館
者

が
70
万
人
を
突
破
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
の
午
後
１
時
頃
に
来
場

し
、
ち
ょ
う
ど
70
万
人
目
と
な
っ

た
の
は
市
内
木
島
地
区
の
小
林
シ

ゲ
ノ
さ
ん
と
関
吉
常
み
さ
ん
。
お

二
人
は
シ
ニ
ア
大
学
の
同
期
生
で

当
日
行
わ
れ
て
い
た
「
あ
り
が
と

う
中
央
橋
」
感
謝
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
後
、
同
館
に
立
ち
寄
り
、
節
目

の
入
館
者
と
な
り
ま
し
た
。
最
初

は
戸
惑
い
気
味
の
お
二
人
で
し
た

が
、
高
橋
ま
ゆ
み
さ
ん
か
ら
記
念

品
が
贈
ら
れ
、
徐
々
に
状
況
を
理

解
す
る
と
「
こ
ん
な
こ
と
は
初
め

て
」
と
照
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
。

　

高
橋
ま
ゆ
み
人
形
館
は
平
成

22
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
て
以

来
、
飯
山
市
の
新
た
な
観
光
ス

ポ
ッ
ト
と
し
て
定
着
、
一
日
平
均

４
０
０
人
の
お
客
さ
ま
が
訪
れ
て

い
て
、
こ
こ
数
年
は
リ
ピ
ー
タ
ー

の
数
も
増
え
て
き
て
い
る
そ
う
で

す
。

高橋まゆみさん（中央）と記念撮影をするお二人
右は米沢の原方刺し子作家遠藤きよ子さん

飯
山
の
お
い
し
い
お
米
グ
ラ
ン
プ
リ
に
入
賞
し
た
５
組
を
表
彰

食
味
計
に
よ
る
分
析
の
結
果
、食
味
85
以
上
の
も
の
が
国
際
大
会
へ

　

11
月
3
日
、
城
北
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
行
わ
れ
た
Ｊ
Ａ
北
信
州
み
ゆ
き

の
総
合
Ｊ
Ａ
祭
で
「
米
食
味
コ
ン

ク
ー
ル
国
際
大
会
参
加
飯
山
市
予

選
会 

兼 

飯
山
の
お
い
し
い
お
米

グ
ラ
ン
プ
リ
」
の
表
彰
式
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
今
年
石
川
県
小

松
市
で
11
月
22
日
・
23
日
に
開
催

さ
れ
る
、
米
・
食
味
コ
ン
ク
ー
ル

国
際
大
会
に
お
い
て
、
よ
り
多
く

の
上
位
入
賞
者
を
輩
出
し
、
飯
山

米
の
食
味
の
良
さ
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ

す
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

グ
ラ
ン
プ
リ
と
な
っ
た
沼
田
浩

徳
さ
ん
は
「
Ｊ
Ａ
の
方
は
じ
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
方
の
ご
指
導
の
お
か

げ
。
飯
山
市
の
農
業
を
盛
り
上
げ

る
た
め
、
こ
れ
か
ら
も
汗
を
流
し

て
い
き
た
い
。」
と
あ
い
さ
つ
さ
れ

ま
し
た
。

沼
田
浩
徳（
岡
山・上
境
）

服
部
秀
人（
外
様・中
条
）

吉
越
徹
（
瑞
穂・神
戸
）

農
事
組
合
法
人
や
な
ぎ
は
ら

　
　
　

 （
柳
原・藤
ノ
木
）

株
式
会
社
と
ざ
ま

　
　

  （
外
様・中
曽
根
）

被
表
彰
者
（
敬
称
略
）

グ
ラ
ン
プ
リ

準
グ
ラ
ン
プ
リ

優
秀
賞

優
秀
賞

優
秀
賞

北
陸
新
幹
線
飯
山
駅
開
業
と
全
国
植
樹
祭
等
を
記
念
し
て

飯
山
駅
南
口
植
樹
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

11
月
３
日
、
北
陸
新
幹
線
飯
山

駅
開
業
と
、
来
年
６
月
に
な
ち
ゅ

ら
で
開
催
さ
れ
る
「
第
45
回
全
国

林
業
後
継
者
大
会
」
を
記
念
す

る
「
第
67
回
全
国
植
樹
祭
な
が
の

応
援
イ
ベ
ン
ト
飯
山
駅
南
口
植
樹

祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
木
島
み
ど

り
の
少
年
団
の
皆
さ
ん
に
よ
る
コ

カ
リ
ナ
演
奏
で
温
も
り
あ
る
音
色

が
会
場
を
包
み
込
み
ま
し
た
。
式

典
の
中
で
信
州
大
学
の
井
田
准
教

授
か
ら
「
本
日
植
え
て
い
た
だ
く

ブ
ナ
の
花
言
葉
は
繁
栄
。
駅
が
大

き
な
森
と
な
っ
て
飯
山
市
が
豊
か

に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
植
栽
計
画

の
説
明
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
続

い
て
、
今
回
の
植
樹
を
記
念
し
た

標
柱
の
建
立
と
な
べ
く
ら
高
原
ブ

ナ
の
大
木
の
記
念
植
樹
が
、来
賓
、

秋
津
小
、
木
島
小
の
み
ど
り
の
少

年
団
の
代
表
の
皆
さ
ん
に
よ
っ
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

植
樹
に
は
３
０
０
人
の
方
が
参

加
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
を
込

め
た
１
８
９
本
の
ブ
ナ
、
ユ
キ
ツ

バ
キ
等
が
植
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
信
州
の
木
を
使
っ
た

全
国
植
樹
祭
プ
ラ
ン
タ
ー
カ
バ
ー

づ
く
り
や
、
屋
台
づ
く
り
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
屋
台
実
演
で
は
飯
山

城
址
の
輪
投
げ
、
射
的
ゲ
ー
ム
や

夢
丸
農
業
小
学
校
に
よ
る
農
産

物
販
売
な
ど
が
、
そ
し
て
夕
方
か

ら
は
市
民
有
志
に
よ
る
即
席
屋
台

村
イ
ベ
ン
ト
も
行
わ
れ
、
終
日
駅

前
広
場
が
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

記念標柱を建立

木製屋台づくりに挑戦する小学生

駅前で行われた屋台村イベント
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飯山駅 信濃平
（外様）

戸狩野沢
温泉駅

戸狩温泉
スキー場 二ツ宮

◆ 8:55 － 9:17 9:23 9:26
◎ 9:50 10:05 － 10:13 10:18
◆ 10:50 － 11:13 11:19 11:22
◎ 11:55 12:10 － 12:18 12:23
◎ 13:10 13:25 － 13:33 13:38
◆ 13:40 － 14:03 14:09 14:12
◎ 15:10 15:25 － 15:33 15:38
◆ 15:40 － 16:03 16:09 16:12
◆ 17:35 － 17:57 18:03 18:06

【飯山駅→戸狩温泉】❸から発着します

飯山駅 斑尾高原 タングラム 赤倉 備考
◆ 8:35 9:07
★ 9:10 9:40 3/6 まで
◎ 9:45 10:10 10:30 ※ 11:15 ※週末および特定日運行
★ 11:50 12:20 3/31 まで
◆ 13:10 13:44
◎ 13:55 14:20 14:40 ※ 15:25 ※週末および特定日運行
★ 15:05 15:35 3/31 まで
◆ 16:15 16:49
◆ 17:40 18:12
★ 17:50 18:20 3/6 まで
◆ 19:35 20:07
◆ 21:12 21:44

斑尾高原方面（3種類のバスが運行します）

【飯山駅→斑尾高原方面】

赤倉 タングラム 斑尾高原 飯山駅 備考
7:20 ◆ 7:51 土・休日等運休
9:30 ◆ 10:03
10:00 ★ 10:30 3/6 まで

※11:35 12:05 12:25 ◎ 13:05 ※週末および特定日運行
13:20 ★ 13:50 3/31 まで
14:00 ◆ 14:33
15:45 ★ 16:15

※ 15:45 16:15 16:35 ◎ 17:15 ※週末および特定日運行
16:59 ◆ 17:30
18:25 ◆ 18:56
20:17 ◆ 20:48

【斑尾高原方面→飯山駅】

◆コミュニティバス（12/19 ｰ 3/31）
◎急行バス（12/19 ｰ 3-31）
★斑尾 -飯山駅急行バス（12/19 ｰ 3/31）

❶から発着します

　北陸陸新幹線金沢延伸後、初の本格的なウィンターシーズンがやってきます。今シーズンは飯山
駅を起点とし、信越自然郷のスキー場等へのアクセスがグッと便利になります。
　飯山市関係分としては飯山駅から斑尾コミュニティバスを拡充して「斑尾高原」を経由し「赤倉」
までの急行バスが、飯山駅から温井線を拡充して「信濃平」を経由し「戸狩温泉スキー場」までの
急行バスが加わります。観光のお客さまはもとより、市民の皆さまにもとってもウィンタースポー
ツを身近に感じることのできる環境が整います。これらバスの拡充により、新幹線と連携したス
キー観光プランが JRを中心に扱われる見込みです。
　今シーズン運行する新規を含めたバス路線は以下のとおりです。

●❸

ツルヤ

●❶

 飯山駅バス乗車位置

斑尾方面行き
バスのりば

戸狩方面行き
バスのりば

立体駐車場

飯山駅

※土・休日等運休便が 1往復あります

温井

温井線の拡充
方式で運行

❶ 飯山駅
❸

斑尾高原
スキー場

急行バス

❹❷ ❸
❹

❷

❹

の り ば

戸狩野沢
温泉駅

信濃平
（外様）



ありがとう・さようなら

　

昭
和
31
年
、
そ
れ
ま
で
の
木
橋
か

ら
地
域
住
民
悲
願
の
永
久
橋
と
し
て

完
成
し
た
旧
中
央
橋
。
長
き
に
わ
た

り
私
た
ち
の
生
活
を
支
え
る
と
と
も

に
、
山
並
に
調
和
す
る
優
美
な
デ
ザ

イ
ン
の
ア
ー
チ
橋
と
し
て
千
曲
川
の

織
り
成
す
風
景
に
ア
ク
セ
ン
ト
を
与

え
る
地
域
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
の
役
割

を
担
っ
て
き
ま
し
た
。

　

昨
年
12
月
に
新
中
央
橋
に
引
き
継

が
れ
利
用
さ
れ
な
く
な
っ
て
い
ま
し

た
が
、
10
月
下
旬
か
ら
行
わ
れ
る
解

体
工
事
を
前
に
10
月
12
日
、「
あ
り
が

と
う
中
央
橋
感
謝
イ
ベ
ン
ト
」
が
開

東
西
の
文
化
と
人
々
を
つ
な
い
だ  

中
央
橋

思い出のアルバム

昭和10年まだ木橋だった中央橋（左）は昭和 26年悲願の永久橋として着工される

昭和 31年 11月 28日の渡り初めには多くの皆さんが

昭和 40年代頃の町並み、山並みとも調和した中央橋昭和 34年　中央橋周辺で遊ぶ小学生

冬の風物詩となったよしずを施された中央橋夏は花火の光でライトアップ 幅員が狭く大雪の際には交通渋滞もありました

昭和 31年 11月 28日に行われた渡り初め
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木
島
小
の
6
年
生
児
童
17
人
で
構

成
さ
れ
る
鼓
笛
隊
の
行
進
で
始
ま
っ

た
セ
レ
モ
ニ
ー
①
。
岡
山
小
児
童
は

未
来
の
花
が
咲
く
こ
と
を
願
い
花
笠

催
さ
れ
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ

モ
ニ
ー
は
、
木
島
小
学
校
鼓
笛
隊
の

行
進
で
幕
を
開
け
、
岡
山
小
学
校
の

花
笠
音
頭
の
舞
、
木
島
保
育
園
の
歌

と
リ
ズ
ム
、
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｍ
Ｙ
に
よ
る
チ

ア
ダ
ン
ス
、
北
信
濃
ふ
る
さ
と
歌
の

旅
の
皆
さ
ん
に
よ
る
合
唱
が
行
わ
れ
、

華
や
か
に
旧
中
央
橋
の
最
後
を
彩
り

ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
旧
中
央
橋
に
５
０
０
人

の
方
々
が
集
ま
り
セ
レ
モ
ニ
ー
の
あ

と
、
そ
れ
ぞ
れ
に
さ
ま
ざ
ま
な
思
い

を
胸
に
橋
の
渡
り
納
め
を
行
い
、
別

れ
を
惜
し
み
ま
し
た
。

音
頭
を
踊
り
ま
し
た
②
。
お
散
歩
で

よ
く
中
央
橋
に
来
た
と
い
う
木
島
保

育
園
園
児
は
歌
と
リ
ズ
ム
で
お
別
れ

を
③
。
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｍ
Ｙ
は
プ
ラ
カ
ー

ド
で
「
あ
り
が
と
う
中
央
橋
」
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
④
。
北
信
濃
ふ
る
さ
と
歌

の
旅
の
皆
さ
ん
は
来
場
者
と
唱
歌「
故

郷
」
を
合
唱
し
ま
し
た
⑤
。

あ
り
が
と
う
中
央
橋
感
謝
イ
ベ
ン
ト　

―
中
央
橋
を
華
や
か
に
送
る

①

②

③

④

⑤
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木
橋
か
ら
念
願
の
永
久
橋
へ

　
　
　
木
島
地
区
野
坂
田
在
住

湯
本
隆
之
さ
ん
（
77
歳
）

　

私
は
通
勤
の
た
め
毎
日
、
中

央
橋
を
利
用
し
ま
し
た
。
時
々
歩

い
て
わ
た
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た

が
、
仕
事
帰
り
に
橋
か
ら
見
る
戸

狩
温
泉
ス
キ
ー
場
の
ナ
イ
タ
ー
は

と
て
も
き
れ
い
で
し
た
。
厳
冬
の

朝
、
立
ち
上
る
川
霧
を
橋
の
上
で

見
な
が
ら
今
日
は
い
い
天
気
に
な

る
か
な
。
良
い
こ
と
が
あ
れ
ば
い

い
な
。
と
考
え
な
が
ら
通
勤
し
た

毎
日
利
用
し
た
中
央
橋

　
　
　
木
島
地
区
上
新
田
在
住

内
田
英
敏
さ
ん
（
61
歳
）

　

以
前
に
架
か
っ
て
い
た
木
橋

は
、
自
転
車
で
渡
る
と
ガ
タ
ガ
タ

し
た
り
、穴
が
開
い
て
い
て
怖
か
っ

た
の
を
思
い
出
し
ま
す
。
大
水
に

な
る
と
し
ば
ら
く
橋
が
架
か
ら
ず

舟
で
飯
山
に
渡
っ
た
覚
え
も
あ
り

ま
す
。

　
そ
ん
な
こ
と
で
旧
中
央
橋
の
鉄

橋
が
架
か
っ
た
時
は
、待
ち
に
待
っ

た
瞬
間
で
、
渡
り
初
め
も
見
に
行

き
ま
し
た
。

　

昭
和
34
年
の
大
水
の
時
、
私
は

消
防
団
で
橋
の
た
も
と
に
い
ま
し

た
が
、
上
流
か
ら
流
れ
て
き
た
家

屋
が
新
し
い
橋
の
下
ギ
リ
ギ
リ
を

流
れ
て
行
っ
た
の
に
は
ヒ
ヤ
ヒ
ヤ

し
た
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。

　

時
が
過
ぎ
、
す
っ
か
り
そ
こ
に

あ
る
こ
と
が
当
た
り
前
の
よ
う
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
我
々

の
生
活
を
便
利
に
し
て
く
れ
た
旧

中
央
橋
に
は
感
謝
し
て
い
ま
す
。

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　
６
連
の
ア
ー
チ
が
山
並
み
に
映

え
る
の
が
魅
力
的
な
橋
で
し
た
。

木
橋
だ
っ
た
頃
よ
り
も
東
西
の
交

流
が
増
え
、
地
域
発
展
に
大
い
に

貢
献
し
た
と
思
い
ま
す
。
時
代
の

流
れ
で
利
便
性
に
耐
え
ら
れ
な
く

な
り
、
新
し
い
橋
に
引
き
継
が
れ

ま
し
た
が
、
新
橋
に
は
さ
ら
な
る

奥
信
濃
の
発
展
の
た
め
が
ん
ば
っ

て
も
ら
い
、
旧
橋
に
は
長
い
間
ご

苦
労
さ
ま
と
言
い
た
い
で
す
。

―
市
民
の
方
へ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

と
中
央
橋
中
央
橋
中
央
橋
の
思
い
出

私

あ
り
が
と
う

  
さ
よ
う
な
ら
…
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私
た
ち
市
民
の
文
化
の
殿
堂  

市
民
会
館

【市民会館閉館イベント】

「ありがとう市民会館」が開催されます

舞台ステージ

　市民会館の半世紀の歴史を、思い
出の映像とともに時代を彩った流行
歌、ふるさとのうたで振り返ります。
■日時  11 月 29日（日）
　開場  13:30 ～　開演  14:00 ～
■市民会館 53年のあゆみ映像放映
■さよならダンシングステージ
■ありがとうの歌声　　・・・など
終演　15:30 頃

「さよならステージ」

会場：飯山市民会館
ロビー展示など
「みんなの市民会館」
　お寄せいただいた市民会館にまつわる写真など
を使って、市民の皆さんと一緒に製作したモザイ
ク画を展示します。
　また、市民の皆さんの市民会館にまつわる思い
出話を収録したインタビュー映像を放映します。
■日時　11月 28日（土）、29日（日）
　　　　モザイク画の展示　終日　
　　　　インタビュー映像上映　10:00 ～ 15:00
　　　　（３F大会議室　約 45分　連続放映）

 　文化交流課 文化振興係 ☎ 62-3111 内線 292

皆さんは市民会館にどんな思い出をお持ちですか？

　

昭
和
36
年
９
月
25
日
に
起
工
し
、

翌
年
10
月
16
日
に
竣
工
し
た
飯
山
市

民
会
館
。

　

こ
れ
ま
で
、
飯
山
商
工
会
の
主
催

で
著
名
な
歌
手
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
開

か
れ
た
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
さ
ま

ざ
ま
な
発
表
の
場
で
あ
っ
た
り
「
市

民
文
化
の
殿
堂
」
と
し
て
、
そ
し
て
、

公
営
結
婚
式
や
成
人
式
の
開
催
、
図

書
館
が
あ
っ
た
頃
は
学
生
の
集
ま
る

場
と
し
て
な
ど
市
民
の
皆
さ
ん
の
生

活
に
沿
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
の
場

と
し
て
活
躍
し
て
き
ま
し
た
。

　

老
朽
化
や
耐
震
構
造
上
の
問
題
か

ら
11
月
29
日
を
も
っ
て
53
年
の
歴
史

に
幕
を
下
ろ
し
ま
す
。

建設中の市民会館 (昭和 37年）

市民会館で初めて行われた成人式 (昭和 38年）スキー見本市 (昭和 38年）著名な歌手のコンサート (昭和 43年）

公営結婚式をあげる花嫁さん (昭和 49年）北陸新幹線飯山駅ルート決起集会 (平成 2年）市内団体の皆さんの発表の場として

思い出のアルバム1129
㊐1111 ㊐㊐

常
盤
地
区
小
沼
在
住

大
野
峰
太
郎
さ
ん
（
66
歳
）

　

昭
和
50
年
秋
の
旗
揚
げ
公
演

か
ら
40
年
間
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。

　
「
楢
山
節
考
」
で
初
め
て
舞
台

に
立
っ
た
時
、
足
が
震
え
て
い
ま

し
た
。
故
山
本
前
代
表
か
ら
舞
台

機
構
と
演
劇
の
基
本
と
意
義
を

学
び
、
運
動
体
と
し
て
活
動
を
続

け
て
来
た
原
点
の
会
館（
学
び
舎
）

で
し
た
。

　

畳
の
会
議
室
か
ら
フ
ロ
ア
ー

に
、
地
下
の
空
間
を
会
議
室
に
、

舞
台
の
天
井
裏
に
上
っ
て
袖
幕
の

調
整
を
し
た
り
、
汗
だ
く
に
な
っ

て
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
操
作
し
た

り
・
・
・
。
よ
り
使
い
や
す
い
会

館
を
め
ざ
し
て
青
年
団
や
婦
人
会

と
協
力
し
た
り
、
県
内
の
全
市
町

村
に
呼
び
か
け
て
長
野
県
の
演
劇

連
盟
を
結
成
し
、
飯
山
市
内
の
芸

術
文
化
団
体
の
師
匠
先
生
宅
に
日

参
し
て
芸
術
文
化
協
会
が
設
立
で

き
ま
し
た
。
そ
し
て
老
朽
化
対
策

運
動
か
ら
、
舞
台
機
構
も
内
装
も

一
新
さ
れ
た
現
在
の
ホ
ー
ル
と
生

ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
舞
台
か
ら
、
全
国
へ
、
海

外
へ
も
送
り
出
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
近
年
の
度
重
な
る
震
災
等
で

さ
ら
に
老
朽
化
が
進
み
、
閉
館
を

迎
え
る
時
が
来
ま
し
た
。
長
い
間

あ
り
が
と
う
。
お
疲
れ
さ
ま
で
し

た
。

飯
山
地
区
上
町
在
住

松
澤
栄
市
さ
ん
（
56
歳
）

　

私
た
ち
飯
山
混
声
合
唱
団
は
、

昨
年
か
ら
飯
山
市
芸
術
文
化
協

会
を
通
し
て
、
市
内
外
の
合
唱
団

体
と
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
や

新
幹
線
開
業
日
の
大
合
唱
を
念

願
だ
っ
た
新
幹
線
飯
山
駅
の
構
内

で
行
う
な
ど
、
官
民
一
体
と
な
っ

て
活
動
し
た
記
念
す
べ
き
年
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
長
年
待
ち
望

ん
だ
文
化
交
流
館
の
全
体
の
姿
も

見
え
、
い
よ
い
よ
来
年
1
月
25
日

の
開
館
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま

す
。

　

昭
和
37
年
飯
山
市
民
会
館
が

生
ま
れ
、
時
に
は
大
改
装
を
し
な

が
ら
も
53
年
間
の
年
月
を
多
く
の

演
奏
会
や
観
劇
、
講
演
を
楽
し

ま
せ
て
く
れ
た
こ
の
市
民
会
館
が

今
、
幕
を
閉
じ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。

　

葵
の
城
下
に
合
唱
の
灯
を
と
も

し
て
、
飯
山
混
声
合
唱
団
は
、
感

動
を
分
か
ち
合
っ
た
飯
山
市
民
会

館
に
別
れ
を
惜
し
み
な
が
ら
定
期

演
奏
を
計
画
し
て
、
最
後
の
第

3
ス
テ
ー
ジ
で
は
飯
山
混
声
合
唱

団
・
コ
ー
ロ
・
エ
テ
ル
ナ
さ
ん
・

女
声
合
唱
団
フ
ィ
オ
ー
レ
さ
ん
と

の
合
同
練
習
を
春
か
ら
行
い
、
長

年
市
民
会
館
で
歌
わ
れ
た
組
曲

「
筑
後
川
」
を
渾
身
を
込
め
て
歌

い
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
。
市
民

会
館
。
合
掌

ありがとう・さようなら

10

閉
館
を
迎
え
た
市
民
会
館
に
お
疲
れ
さ
ま
!

未
来
の
と
も
し
び
を

―
市
民
の
方
へ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

と

市
民
会
館
の
思
い
出

私

大
野
さ
ん
は
飯
山
市
民
劇
団
「
土
」
の
代
表
、

飯
山
市
芸
術
文
化
協
会
の
理
事
と
し
て
市
民
会

館
で
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

松
澤
さ
ん
は
飯
山
市
芸
術
文
化
協
会
副
会
長
、

飯
山
混
声
合
唱
団
団
長
と
し
て
市
民
会
館
で
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う

  
さ
よ
う
な
ら
…
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豪
雪
に
負
け
な
い
強
さ
育
ん
だ  

岡
山
小
学
校

　

10
月
25
日
、
児
童
や
先
生
、
保

護
者
、来
賓
、地
域
の
方
等
が
集

ま
り
岡
山
小
学
校
閉
校
記
念
行

事
が
同
校
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
校
は
昭
和
49
年
に
桑
名
川

小
、
市
川
小
、
温
井
小
羽
広
山
分

校
が
統
合
さ
れ
発
足
。
市
内
最
北

の
小
学
校
と
し
て
地
域
の
皆
さ
ん

に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、
冬
の
豪
雪

に
も
負
け
な
い
強
さ
と
、
雪
国
な

ら
で
は
の
人
情
深
さ
を
持
っ
た
児

童
を
育
ん
で
き
ま
し
た
。

　

開
校
当
時
は
１
３
１
人
の
児
童

が
い
ま
し
た
が
、
年
々
減
少
し
現

在
は
10
名
。平
成
26
年
５
月
に「
岡

山
小
学
校
を
考
え
る
会
」
が
、
同

年
12
月
に
は
「
岡
山
小
学
校
適
正

規
模
等
検
討
委
員
会
」
が
設
立
、

地
域
で
検
討
、協
議
が
重
ね
ら
れ
、

平
成
28
年
度
よ
り
戸
狩
小
と
統

合
す
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
閉
校
記
念
音
楽
会

と
記
念
式
典
、
岡
山
小
学
校
を
語

る
会
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

音
楽
会
で
は
最
初
に
全
校
児

童
に
よ
る
合
唱
が
行
わ
れ
、
未
来

へ
の
希
望
が
歌
詞
に
込
め
ら
れ
た

歌
を
10
人
が
力
強
く
合
唱
し
ま
し

た
。
合
奏
で
は
少
人
数
で
あ
る
た

め
一
人
の
児
童
が
数
種
類
の
楽
器

を
担
当
。
演
奏
終
了
後
、
会
場
は

大
き
な
拍
手
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

音
楽
会
に
続
い
て
行
わ
れ
た
閉

校
記
念
式
典
で
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
で

同
実
行
委
員
長
の
小
田
切
豊
さ
ん

が
、
自
身
も
同
校
Ｏ
Ｂ
で
過
去
を

振
り
返
り
な
が
ら
「
学
校
は
統
合

し
て
も
住
む
場
所
は
同
じ
。
学
校

か
ら
戻
っ
た
ら
地
域
の
人
に
聞
こ

え
る
ぐ
ら
い
の
声
で
明
る
く
元
気

に
遊
ん
で
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

　

児
童
代
表
の
小
田
切
良
太
君

は
「
人
数
は
少
な
い
が
そ
の
分
、

み
ん
な
と
仲
良
く
で
き
る
素
晴
ら

し
い
学
校
。
大
人
に
な
っ
て
も
校

舎
を
見
な
が
ら
こ
こ
で
学
ん
だ
こ

と
を
思
い
出
し
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。
最
後
に
校
歌
が
斉

唱
さ
れ
、
会
場
か
ら
は
名
残
り
を

父
・
深
石
広
明
さ
ん

　

私
が
通
っ
て
い
た
と
き
の
岡
山

小
は
全
校
児
童
が
約
80
人
で
し

た
。
当
時
、
学
校
で
行
っ
た
す
べ

て
の
行
事
が
思
い
出
に
残
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
中
で
も
、校
内
ス
キ
ー

大
会
は
、
多
く
の
保
護
者
の
方
々

に
支
え
ら
れ
１
日
目
は
学
校
の
裏

山
で
ア
ル
ペ
ン
競
技
、
2
日
目
は

  

親
子
二
代
で
岡
山
小
に
通
学

　
　
　
岡
山
地
区
桑
名
川
在
住

深
石
広
明
さ
ん
（
41
歳
）

叶
大
君
（
8
歳
）

学
校
周
辺
コ
ー
ス
で
ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
と
２
日
に
お
よ
ん
で
行
う

岡
山
小
の
地
域
性
の
あ
る
行
事
で

た
い
へ
ん
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

子
・
深
石
叶
大
君

　

１
年
生
の
時
は
わ
か
ら
な
い

こ
と
が
多
か
っ
た
け
ど
２
年
生
に

な
っ
て
ほ
か
の
み
ん
な
と
仲
良
く

な
れ
て
楽
し
か
っ
た
。
岡
山
小
が

無
く
な
っ
ち
ゃ
う
の
は
ち
ょ
っ
と

さ
び
し
い
で
す
。　

10 人が気持ちをひとつに合唱しました

児童代表あいさつをする小田切良太君

惜
し
む
す
す
り
泣

き
も
聞
こ
え
て
き
ま

し
た
。

　

こ
の
あ
と
校
舎

前
に
設
置
さ
れ
た

記
念
碑
の
除
幕
式

が
行
わ
れ
、
続
い
て

場
所
を
活
性
化
セ
ン

タ
ー
に
移
し
、
岡
山

小
学
校
の
思
い
出
を

語
る
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
桑
名

川
小
を
卒
業
し
、
東
京
地
裁
裁

判
長
な
ど
を
務
め
た
渡
辺
忠
嗣
さ

ん
は
当
時
の
思
い
出
を
語
り
つ
つ

か
な
た

12

ありがとう・さようなら

―
市
民
の
方
へ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

と
岡
山
小
岡
山
小
岡
山
小
の
思
い
出

私

「
母
の
思
い
出
が
残
る
よ
う
に
心

の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
小
学
校
の

思
い
出
は
い
つ
ま
で
も
残
る
の
だ

ろ
う
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。 記念碑の除幕をする児童たち

　

10
月
9
日
、
平
成
27
年
度
飯

山
市
戦
没
者
・
開
拓
殉
難
者
追

悼
平
和
式
典
が
市
民
会
館
で
行

わ
れ
、
ご
遺
族
や
一
般
市
民
の
方

約
２
３
０
名
が
参
加
。
先
の
大
戦

で
亡
く
な
ら
れ
た
戦
没
者
・
開
拓

殉
難
者
に
対
し
、
哀
悼
の
誠
を
さ

さ
げ
ま
し
た
。

　

式
典
で
、
飯
山
市
遺
族
会
眞

嶋
勝
秀
副
会
長
は
「
戦
後
70
年
、

戦
争
体
験
の
風
化
が
叫
ば
れ
る

中
、
常
盤
地
区
の
中
学
生
２
名
が

全
国
戦
没
者
追
悼
式
に
参
加
す

る
な
ど
、
真
剣
な
取
り
組
み
を
し

て
い
る
。
こ
う
し
た
活
動
が
こ
れ

か
ら
の
平
和
に
つ
な
が
っ
て
い
く

こ
と
を
願
い
た
い
」
と
追
悼
の
言

葉
を
述
べ
ま
し
た
。
こ
の
あ
と
参

列
者
全
員
に
よ
る
献
花
や
岡
山
地

区
社
会
福
祉
協
議
会
に
よ
る
映

像
記
録
「
平
和
の
誓
い
〜
戦
後
70

年
の
記
録
〜
」
が
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。
続
い
て
、
遺
族
会
女
性
部
副

部
長
、
小
林
照
子
さ
ん
が
平
和
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
語
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
行
わ
れ
た
「
平
和
を
受

け
継
ぐ
思
い
」
に
は
広
島
平
和
式

典
に
参
加
し
た
城
南
・
城
北
中
の

代
表
生
徒
４
名
と
満
蒙
開
拓
団

を
学
ん
だ
城
南
・
城
北
中
の
生
徒

２
名
、
全
国
戦
没
者
追
悼
式
に
戦

没
者
の
ひ
孫
世
代
の
遺
族
と
し
て

初
め
て
出
席
し
た
城
北
中
の
２
名

が
そ
れ
ぞ
れ
の
体
験
や
学
習
の
成

果
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
飯
山
小
２
年
生
に
よ
る

「
翼
を
く
だ
さ
い
」
の
合
唱
、
参

列
者
全
員
で
の
「
故
郷
」
の
合
唱

が
行
わ
れ
平
和
へ
の
思
い
を
新
た

に
し
ま
し
た
。

「
悲
し
み
の
歴
史
を
繰
り
返
さ
な
い
」
誓
い
を
新
た
に

飯
山
市
戦
没
者
・
開
拓
殉
難
者
追
悼
平
和
式
典

全国戦没者追悼式に参加し、戦争や平
和について感じた想いを発表する福沢
萌さん（左）と大日方こゆきさん（右）

御霊に届けられた飯山小 2年生の合唱

若
者
の
声
を
市
政
に
届
け
て
い
き
た
い

 

若
者
会
議
分
科
会
正
副
会
長
会
議
で
今
後
の
会
議
の
あ
り
方
を
検
討

　

飯
山
市
若
者
会
議
の
正
副
分

科
会
長
会
議
が
10
月
14
日
、
市

役
所
で
行
わ
れ
、
9
月
30
日
に
行

わ
れ
た
提
言
書
の
提
出
と
提
出
後

の
市
の
動
き
、
飯
山
市
地
方
創
生

総
合
戦
略
と
の
兼
ね
合
い
な
ど
を

鷲
森
秀
樹
会
長
が
、
各
分
科
会
の

正
副
会
長
に
報
告
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
協
議
事
項
で
は
今
後

の
若
者
会
議
の
あ
り
方
に
つ
い
て

も
言
及
さ
れ
ま
し
た
。
鷲
森
会
長

は
若
者
の
声
を
市
に
届
け
る
道
と

この日集まった各分科会正副会長の皆さん

し
て
、
認
め
ら
れ
た
形
の
中
で
進

め
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
と
し
、

こ
れ
ま
で
の
若
者
会
議
の
会
則
に

則
っ
た
組
織
と
し
て
今
後
も
継
続

し
て
い
き
た
い
と
提
案
。
会
議
の

了
承
を
得
ま
し
た
。

　
ま
た
、
若
者
会
議
主
催
で
何
か

で
き
な
い
か
と
の
提
案
も
あ
り
、

イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
開
催
を
企
画
し

て
い
く
方
向
で
今
後
、
内
容
な
ど

を
考
え
て
い
く
こ
と
に
決
ま
り
ま

し
た
。

年末の交通安全運動

　年末は、道路の積雪・凍結や忘年会等の飲酒機会の
増加など、重大事故の発生が懸念されます。交通ルー
ルの遵守と正しい交通マナーの実践を呼びかけ、交通
事故防止の徹底を図るため「年末の交通安全運動」を
実施します。

県下一斉街頭活動　12 月 1日（火）
12月1日㊋ ～12月31日㊍

信
濃
路
は  

ゆ
と
り
と
笑
顔
と  

ゆ
ず
り
あ
い

【ドライバーの皆さまへ】
□夕暮れ時は、早めにライトを点灯しましょう。
□他の車両の交通を妨げるおそれのない時は、前照灯を上向きに
　切り換え、歩行者の早期発見などに努めましょう。
□右から横断する歩行者との事故が多発しています。夜間は特に、
　見えにくい右からの横断歩行者に注意しましょう。
【歩行者の皆さまへ】
□夜間は、車の運転手から歩行者が見えにくくなります。
　夜光反射材や自発光材等を身につけましょう。
□夜間・薄暮時には、道路横断中に左から来る自動車との事故が
　多発しています。近づく自動車があったら、遠くに見えても通
　過するのを待ち、左右を確認してから横断しましょう。

交通事故防止のアドバイス―――

●運動の基本　「子どもと高齢者の交通事故防止」
　　　　　  ●運動の重点
　　　　　　  ・夕暮れ時と夜間の交通事故防止
　　　　　　  ・飲酒運転の根絶
　　　　　　  ・通学路・生活道路の安全確保と歩行者
　　　　　　　 保護の徹底
　　　　　　  ・後部座席を含めた全座席のシートベル
　　　　　　　 トとチャイルドシートの正しい着用

あ
り
が
と
う

  
さ
よ
う
な
ら
…

（
関
連
記
事
28
㌻
）



市
民
環
境
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資
源
物
日
曜
回
収
を
実
施
し
ま
す

　

今
年
度
２
回
目
の
資
源
物
日

曜
回
収
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
れ
を
機
会
に
積
極
的
に
分
別

を
行
い
、
資
源
物
の
有
効
利
用
と

ご
み
減
量
の
推
進
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
回
収
日　
12
月
6
日
㈰

■
時
間　
午
前
8
時
30
分
〜

　
　
　
　
　
　
　
11
時
30
分

■
場
所　

市
役
所
正
面
駐
車
場

（
小
型
家
電
は
市
役
所
第
3
駐
車

場
）

■
回
収
す
る
も
の　

○
古
紙
（
新
聞・雑
誌・ダ
ン
ボ
ー

ル
・
紙
パ
ッ
ク
・
そ
の
他
古
紙
）

○
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

○
ガ
ラ
ス
び
ん
（
無
色
・
茶
色
・

そ
の
他
）

○
古
着
（
中
綿
や
羽
毛
等
が
入
っ

た
物
や
ナ
イ
ロ
ン
製
品
は
対
象

外
）

○
廃
食
用
油

○
使
用
済
み
小
型
家
電（
テ
レ
ビ・

冷
蔵
庫
・
エ
ア
コ
ン
・
洗
濯
機
は

対
象
外
）

【
そ
の
他
】

　

分
別
は
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
出
す

方
法
と
同
じ
で
す
。
詳
細
は
本
号

と
一
緒
に
配
布
し
た
チ
ラ
シ
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
市
民
環
境
課
生

活
環
境
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

1415 市報いいやま / 15.11

　信濃中野税務署では、青色決算書の作成方法や作成に
あたっての注意点などについて、下記のとおり説明会を
開催いたします。（資料は当日会場で配布します。）

対象者 開催日時 開催場所

農業所得が
ある方

12月 3日（木）
10時から 12時頃まで 飯山市公民館 2階講堂

営業・不動産
所得がある方

12月 3日（木）
14時から 16時頃まで 飯山市公民館 2階講堂

※このほか、中野市民会館で 12月 4日（金）に行われ
　る中野市民、山ノ内町民対象の説明会にもご出席いた
　だけます。農業所得がある方は 10時、営業、不動産
　所得がある方は 14時からです。
ご不明な点につきましては信濃中野税務署個人課税部門
までお問い合わせください。

平成27年分 青色申告決算等説明会
信濃中野税務署 個人課税部門　
☎ 0269-22-3151 （案内に従い②番をお選びください）

　従業員の方（納税者）が直接市町村に個人住民税を
納付（普通徴収）するのではなく、事業所（者）が毎
月の給与から天引きして納付する制度です。

【面倒な手続きは必要ありません】
　個人住民税は、所得税の源泉徴収のような個別の税
額計算や年末調整の事務の必要はなく、飯山市が税額

事業所（者）の皆さんへ
市・県民税 特別徴収のお願い
　　税務課 市民税係　☎ 62-3111 内線 161・162

　長野県と県内全市町村が共同し、給与所得者の個人住
民税について、特別徴収（給与から天引き）推進に取り
組んでいます。特別徴収を実施されていない事業所（者）
の方は来年度からの個人住民税の特別徴収の導入をお願
いいたします。

計算を行い、事業者へお知らせします。事業者は毎月
の給与から税額を天引きし、納めていただきます。

【納税者（従業員）にとっても利点があります】
○金融機関へ納税に出向く手間を省くことができます。
○普通徴収は、年間税額を 4回に分けて納めるのに対
　し、特別徴収は、毎月の給与からの天引きなので 12
　回に分け納税していただきます。これにより納税者
　の 1回あたりの納税額が少なくなります。

個人住民税の特別徴収とは

給
与
明
細

住
民
税
　
○
○
○
○
円

　平成 28年度から個人住民税の特別徴収を実施さ
れる場合は、平成 28 年 2月 1日までに提出する、
給与支払報告書の提出方法が変更になります。
　特別徴収を開始される予定の事業所は、事前に税
務課までお問い合わせください。

市
民
環
境
課 

生
活
環
境
係 
☎
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内
線
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９
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ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　

冬
に
な
り
暖
房
器
具
を
使
用

す
る
機
会
が
多
く
な
る
季
節
と
な

り
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
毎
年

灯
油
等
の
油
漏
れ
事
故
が
多
く
発

生
し
て
い
ま
す
。

　

油
の
流
出
は
、
水
質
汚
染
や
、

農
業
被
害
、
人
の
健
康
に
も
悪
影

響
を
与
え
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

事
故
を
防
止
す
る
た
め
に
次
の

点
に
注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
の
注
ぎ
口
の

閉
め
忘
れ
が
な
い
か
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

●
配
管
や
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
の
破

損
等
が
な
い
か
、
点
検
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

●
給
油
中
は
絶
対
に
そ
の
場
を
離

れ
な
い
。
目
を
離
さ
な
い
。

●
バ
ル
ブ
の
開
閉
方
向
を
忘
れ
な

い
よ
う
注
意
し
て
給
油
し
ま
し
ょ

う
。

　

ま
た
積
雪
が
多
く
な
る
こ
の
時

期
に
は
、
落
雪
等
に
よ
る
破
損
も

多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
破
損
を

防
止
す
る
た
め
、
タ
ン
ク
・
配
管

付
近
の
除
雪
・
点
検
に
努
め
、
除

雪
の
際
は
、
配
管
等
を
破
損
し
な

い
よ
う
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

万
が
一
、
誤
っ
て
油
を
流
し
て

し
ま
っ
た
場
合
や
、
側
溝
や
河
川

等
で
油
の
流
出
を
発
見
し
た
場
合

は
、速
や
か
に
岳
北
消
防
本
部(

☎

62
０
１
１
９)

ま
た
は
市
役
所
市

民
環
境
課
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す
。

油
漏
れ

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

 移住定住推進課 住宅係　☎ 62-3111 内線 252
市では市営住宅の入居者を募集します。
【随時募集団地・戸数】
  ・水上団地（曙町） 2 戸
【募集受付期間】（土日祝祭日を除く 8:30 ～ 17:15）
　11月 24日（火）から定員に達するまでの間
【申込用紙配布・受付場所】
　市役所 2階　移住定住推進課 住宅係
【随時募集中の団地・戸数】
  ・曙町団地 ３戸  ・地域特別賃貸住宅（野坂田） １戸

　市外からのお客さまも多く訪れる外様地区信濃平の「か
まくらの里」。1月 29日から 2月 28日までの約 1カ月間、
大小約 20基のかまくらが出現します。
　このかまくらで名物のろし鍋をお召し上がりいただける
のが「レストランかま
くら村」です。市内に
お住まいの皆さんもご
家族やご友人、大切な
方と一緒に、かまくら
の中で心も身体も温ま
る名物のろし鍋をお召
し上がりください。

予約受付が始まっています
いいやま冬の風物詩 レストランかまくら村
　　信州いいやま観光局　☎ 62-3133

【利用期間】　平成28年 1月 29日（金）～ 2月 28日（日）
　　　　　　（予約制：金・土・日・祝日営業）
【利用時間】
○土曜日・日曜日
　　昼　① 11:00 ～ 12:00　　② 13:00 ～ 14:00
　　夜　① 16:30 ～ 17:45　　② 18:30 ～ 19:45
○金曜日・祝日
　　昼　12:00 ～ 13:30　　夜　17:30 ～ 19:00
【利用料金】　 かまくら利用＋のろし鍋  
　　昼　 大人 2,200 円、子ども 1,200 円（鍋）
　　夜　 大人 2,500 円、子ども 1,500 円
　　　　　　　　　　　　　　　　　（鍋+おにぎり1個） 
※中学生以上は大人料金、未就学児は無料
※のろし鍋のご注文は 2名さま分より承ります
※平日は 8名さま以上でご予約承ることも可能です。
　お気軽にお問い合わせください。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
１
８
３・１
８
６

―
12
月
16
日
ま
で
に
各
組
長
さ
ん
へ
提
出
を

基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
（
65
歳
以
上
の
方
対
象
） 

　

飯
山
市
の
人
口
の
う
ち
65
歳
以

上
の
高
齢
者
が
占
め
る
割
合
は
、

34
・
４
㌫
を
超
え
、「
超
高
齢
化

社
会
」
を
迎
え
て
い
ま
す
。
い
つ

ま
で
も
健
や
か
に
自
分
ら
し
く
暮

ら
す
た
め
に
、
今
の
生
活
を
振
り

返
り
、
健
康
づ
く
り
や
介
護
予

防
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

　

市
で
は
、
65
歳
以
上
の
方
に
、

心
身
状
況
や
日
常
生
活
の
様
子

等
を
伺
う
「
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
」
を
配
布
し
て
、
介
護
予
防
の

必
要
な
方
に
、
介
護
予
防
教
室
へ

の
参
加
を
勧
め
て
お
り
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
28
年
４

月
よ
り
教
室
が
開
催
で
き
る
よ
う

「
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」（
25
項

目
の
質
問
に
「
は
い
」「
い
い
え
」

で
答
え
る
用
紙
）を
配
布
し
ま
す
。

ご
記
入
の
う
え
、
12
月
16
日
㈬
ま

で
に
各
組
長
さ
ん
へ
ご
提
出
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

結
果
は
２
月
下
旬
〜
３
月
頃
に

郵
送
に
て
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。

■
対
象
者　

平
成
28
年
3
月
31

日
現
在
で
65
歳
以
上
の
方
（
た
だ

し
、
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
人

は
除
き
ま
す
。）

給与所得者
（納税義務者）

⑤給与からの税天引き

給与支払者
（特別徴収義務者）

○○商事 株式会社

社 長

飯　山　市

②税額の計算

税 務 課

④特別徴収税額の通知
①給与支払報告書提出

⑥税の納入

③特別徴収税額の通知



◎冬期通行不能区間閉鎖予定（国・県道等）
路線名 閉鎖区間 距離

（km） 閉鎖期間 備　考

一般国道
403号

照岡字藤沢地先～
照岡字原地先（旧照岡牧場） 6.5 11/16 ㊊ 14:00 ～

 　　 5/13 ㊎ 16:00
大型車は
通年通行止

照岡字原地先（旧照岡牧場）～
照岡字照岡山地先（新潟県境・伏野峠） 4.8 11/9 ㊊ 14:00 ～

 　　 6/10 ㊎ 16:00
大型車は
通年通行止

主要地方道
95号

上越飯山線

一山字岩下地先（温井）～
一山字田茂木平地先（田茂木池） 2.0 11/9 ㊊ 14:00 ～

  　　4/28 ㊍ 16:00

一山字田茂木平地先（田茂木池）～
一山字田茂木平地先（チェーン着脱場） 2.7 11/9 ㊊ 14:00 ～

  　　4/28 ㊍ 16:00

一山字田茂木平地先（チェーン着脱場）～
一山字大神楽地先（新潟県境・関田峠） 3.0 11/9 ㊊ 14:00 ～

  　　5/27 ㊎ 16:00

一般県道
411号
飯山新井線

寿字堰下地先（顔戸）～
寿字大倉地先（桂池） 5.9 11/9 ㊊ 11:00 ～

  　　4/28 ㊍ 16:00

寿字大倉地先（桂池）～
寿字大倉地先（新潟県境） 1.0 11/9 ㊊ 11:00 ～

 　　 5/13 ㊎ 16:00

※規制開始前でも積雪の状況により通行不能となる場合があります。
　また、解除予定期日は、積雪状況により変更します。詳しくは、長野県北信建設事務所
　飯山事務所（☎ 62-4111）までお問い合わせください。

●
道
路
へ
は
雪
を
出
さ
な
い
で

や
む
な
く
出
し
た
ら
片
付
け
を

　

や
む
を
得
ず
雪
を
出
す
と
き

は
、
路
肩
に
雪
を
積
み
上
げ
る
な

ど
工
夫
す
る
と
と
も
に
、
速
や
か

に
排
雪
し
て
、
通
行
の
障
害
に
な

ら
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

特
に
ハ
ン
ド
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪

機
で
積
ま
れ
た
路
面
の
雪
は
締

ま
っ
て
い
る
た
め
、
一
般
通
行
の

支
障
と
な
る
と
共
に
除
雪
作
業
の

妨
げ
に
も
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
道
路
に
面
し
た
屋
根
に

は
、
雪
止
め
設
置
な
ど
対
策
を
し

て
い
た
だ
き
、
積
雪
が
多
い
場
合

は
片
付
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
流
雪
溝
、
側
溝
の
フ
タ
を

開
け
た
ま
ま
放
置
し
な
い
で

　

流
雪
溝
や
側
溝
の
フ
タ
を
開

け
て
雪
を
入
れ
た
後
、
開
け
た
ま

ま
に
し
て
い
る
方
が
見
受
け
ら
れ

ま
す
。子
ど
も
が
転
落
す
る
な
ど
、

大
き
な
事
故
に
つ
な
が
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
の
で
、
使
っ
た
後
は

必
ず
閉
め
て
く
だ
さ
い
。

●
作
業
中
の
除
雪
車
に
近
寄

ら
な
い
で

　

冬
は
、
雪
に
よ
る
死
角
が
で
き

　市では消雪施設の電力料金削減のた
め、消雪パイプの井戸電源は融雪用電力
契約を行っています。
　融雪用電力契約とは、１日のうち２時
間の電力遮断を行うことにより年間を通
して電力料金の削減が図れる有利な契約
方法です。ご理解をお願いします。

電力停止による消雪パイプ散水休止時間
　おおむね　11時 ～ 12時（1時間）
　　　　　　13 時 ～14 時（1時間）

消雪パイプの稼動休止に
ご理解ご協力をお願いします

雪
し
た
雪
を
も
っ
て
い
く
場
所
が

な
け
れ
ば
除
雪
は
で
き
ま
せ
ん
。

提
供
い
た
だ
い
た
場
所
は
、
雪
解

け
の
時
期
に
雪
ほ
か
し
作
業
を
行

う
な
ど
、
消
雪
が
進
む
よ
う
に
し

ま
す
の
で
、
突
き
出
し
場
所
の
確

保
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
雪
の
突
き
出
し
場
所
に
、

ご
み
の
投
げ
捨
て
は
絶
対
に
し
な

い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●
除
雪
の
要
請
は
各
区
長
さ

ん
を
通
じ
て

　

限
ら
れ
た
時
間
に
限
ら
れ
た
数

の
除
雪
機
械
で
効
率
よ
く
除
雪
す

る
た
め
に
、
区
内
の
要
望
な
ど
は

思
い
や
り
の
心
で
快
適
な
冬
を

今
冬
の
除
雪
体
制

快
適
な
道
路
環
境

　

   

維
持
の
た
め
の
除
雪
体
制

　

市
で
は
、
本
格
的
な
降
雪
シ
ー
ズ
ン
に

備
え
、
12
月
１
日
に
除
雪
対
策
本
部
を
設

置
し
て
体
制
を
整
え
、
除
雪
機
械
を
フ
ル

稼
働
さ
せ
て
生
活
道
路
の
確
保
に
あ
た
り

ま
す
。

　
降
雪
期
は
、
雪
の
片
付
け
な
ど
苦
労
す

る
面
が
多
く
あ
り
ま
す
が
、
お
互
い
思
い
や

り
の
心
で
快
適
な
冬
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
飯
山
市
除
雪
対
策
本
部
（
克
雪
セ
ン
タ
ー
内
）　
☎
62
３
１
１
１ 

内
線
６
１
０

区
長
さ
ん
が
ま
と
め
て
、
除
雪
対

策
本
部
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

加
え
て
、
除
雪
機
械
に
よ
る
破

損
や
支
障
等
が
確
認
さ
れ
た
と
き

は
、
な
る
べ
く
早
く
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。

●
道
路
上
に
車
を
放
置
し
な
い
で

　

路
上
に
駐
車
し
た
ま
ま
の
車
が

あ
る
と
、
除
雪
の
支
障
に
な
り
ま

す
の
で
路
上
駐
車
は
し
な
い
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ

の
ご
み
出
し
は
、
早
朝
除
雪
が
終

了
し
た
後
に
所
定
の
位
置
に
出
す

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

●
冬
期
間
の
除
雪
に
よ
る
交
通
確

保
と
市
民
生
活
安
定
の
た
め
に

　
各
地
区
で
開
催
し
て
い
る
克
雪

活
動
推
進
協
議
会
で
は
、
生
活
弱

者
世
帯
の
安
全
確
保
や
冬
の
暮
ら

し
を
明
る
く
す
る
た
め
、
市
民
と

行
政
の
協
力
体
制
、
除
雪
路
線
な

ど
の
確
認
と
要
望
を
お
聞
き
し
て

い
ま
す
。

　

市
内
の
道
路
除
雪
は
、
原
則

と
し
て
国
・
県
道
を
北
信
建
設
事

務
所
が
、
市
道
を
市
役
所
が
受
け

持
っ
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
冬
は
合
計
89
台
の
除
雪
車

で
皆
さ
ん
の
冬
期
間
の
生
活
路
線

を
確
保
し
ま
す
。

　

除
雪
は
雪
と
い
う
自
然
相
手
の

仕
事
で
す
。
除
雪
作
業
は
通
勤
通

学
の
時
間
帯
を
考
慮
し
、
午
前
７

時
を
め
ど
に
終
了
す
る
よ
う
計
画

し
て
い
ま
す
。
な
お
、
朝
方
の
集

中
的
な
降
雪
、予
想
外
の
大
雪
や
、

重
い
雪
質
の
時
は
作
業
時
間
が
延

び
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
皆
さ

ん
の
ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

●
雪
の
突
き
出
し
場
所
の
提
供

に
ご
協
力
を

　

道
路
除
雪
を
行
う
う
え
で
、
除

9
8

7
6

5
4

3
2

1
0

10

　　　除雪している道路の距離は？

　　　出動の目安は？

市で行う除雪の規模・目安について

飯山市

飯山市飯山市

今冬は市道 368㎞を除雪
　今年度、市では市道 368 キロについて除雪を行い
ます。使用する除雪車は合計で 89台です。
○タイヤドーザ 53台　ロータリー車 36台

積雪 10㎝以上で出動
　夜中に降雪状況を確認。道路上の積雪 10センチ以
上で出動し、通勤・通学の時間帯までに早朝除雪を行
います。
　また日中に連続した降雪がある場合には、帰宅時間
を考慮した日中除雪を行います。

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
道
路
で
は
、

安
全
を
十
分
に
確
認
し
て
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
作
業
中
の
除
雪
車

に
は
近
寄
ら
な
い
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。
特
に
、
お
子
さ
ん
は
大

き
な
除
雪
車
に
興
味
を
持
ち
、
近

寄
り
た
が
り
ま
す
の
で
、
近
づ
け

な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
ス
ク
ラ
ム
除
雪
に
つ
い
て

　

市
道
認
定
さ
れ
て
い
る
路
線
で

住
家
が
あ
り
な
が
ら
、
幅
員
が
狭

く
除
雪
車
が
入
ら
な
く
て
困
っ
て

い
る
場
所
で
は
、
個
人
の
除
雪
機

に
よ
る
除
雪
を
行
い
、
燃
料
費
程

度
を
支
援
す
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。
該
当
す
る
路
線
が
あ
る
場
合

は
区
長
さ
ん
を
通
じ
て
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

思
い
や
り
の
心
で
…

　

お
互
い
が
思
い
や
り
の
心
で
、

雪
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
な
い
明
る

い
気
持
ち
で
春
を
迎
え
た
い
も
の

で
す
。

16

作業中の除雪車に近寄るのは
たいへん危険です

　

宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事

業
で
あ
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

事
業
」
を
活
用
し
、
温
井
区
自
主

防
災
会
（
岡
山
地
区
）
が
防
災
用

具
を
宝
く
じ
の
助
成
金
に
よ
り
整

備
し
ま
し
た
。

　

本
事
業
は
、
宝
く
じ
の
社
会
貢

献
広
報
事
業
の
一
環
と
し
て
、
地

域
社
会
の
健
全
な
発
展
と
住
民

福
祉
の
向
上
を
目
的
に
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

温
井
区
自
主
防
災
会

防
災
用
放
送
設
備
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
、
携

帯
用
担
架
、
発
電
機
、
無
線
機
、

メ
ガ
ホ
ン
マ
イ
ク
、
テ
ン
ト
等
の

防
災
用
具
を
整
備
し
ま
し
た
。

宝
く
じ
の
助
成
金
で

　
　
　
　

防
災
用
具
を
整
備
し
ま
し
た

企
画
財
政
課 

企
画
調
整
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
３
９
２

温井区自主防災会で整備した AED や
携帯用担架、メガホンマイクなど（上）
と防災用放送設備（左）

17 市報いいやま / 15.11
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告
コ
ー
ナ
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飯
山
市
教
育
委
員
会
の
体
制

　

飯
山
市
教
育
委
員
と
し
て
、
樋

口
一
男
さ
ん
（
太
田
地
区
五
荷
）

が
9
月
定
例
市
議
会
に
お
い
て
任市長から辞令を受ける樋口一男さん（右）

命
の
同
意
が
さ
れ
ま
し
た
。
任
期

は
平
成
27
年
10
月
8
日
か
ら
4

年
間
で
す
。

　

辞
令
は
全
教
育
委
員
立
ち
合
い

の
も
と
10
月
14
日
に
足
立
市
長
か

ら
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

【
飯
山
市
教
育
委
員
会
】

（
敬
称
略
）

　
　
　
　
　
　
長
瀬　
哲

　
　
　
　
　
　
清
水
岩
夫

　
　
　
　
　
　
田
中
妙
子

　
　
　
　
　
　
樋
口
一
男（
再
任
）

　
　
　
　
　
　
西
條
三
香

教

育

長

教
育
長
職
務
代
理
者

教 

育 

委 

員

教 

育 

委 

員

教
育
委
員

ｉネット飯山の番組が日本ケーブル
テレビ大賞で表彰されました
　毎年、地域社会に密
着した映像情報メディ
アであるケーブルテレ
ビが独自に制作する
「ふるさと発」の優れ
た放送番組等を顕彰す
る『日本ケーブルテレ
ビ大賞』アワードが今
年も 10 月 22 日、都内で開催され、i ネット飯山が県内のケーブ
ルテレビ局と共同制作した「長野県ご当地○○対決 ! パン編」が
エクストラ部門 92 作品のうち 5位に入りかつ同部門で奨励賞を
受賞しました。
　この番組は県内の地域間ギャップを楽しんでいただき、文化の
違いや新しい発見を視聴者の皆さんに提供することを目的に制作
された番組です。今後もパン以外のさまざまなテーマで放映され
る予定で、毎週㈬・㈭の 9時、または 12時 30 分、19 時 30 分の
ニュース番組後に放映予定となっています。ぜひご覧ください。

平
成
28
年
１
月
ス
タ
ー
ト

　
「
信
州
消
防
団
応
援
シ
ョ
ッ
プ
事
業
」

      

― 

応
援
シ
ョ
ッ
プ
募
集
中 

―

　

地
域
の
消
防
団
員
は
、
火
災
や

災
害
な
ど
か
ら
地
域
の
安
全
・
安

心
を
守
る
た
め
、
日
夜
活
動
し
て

い
ま
す
。
そ
ん
な
消
防
団
員
を
応

援
す
る
と
と
も
に
、
消
防
団
活
動

を
よ
り
活
発
に
す
る
た
め
、
長
野

県
で
は
「
信
州
消
防
団
員
応
援

シ
ョ
ッ
プ
事
業
」
を
平
成
28
年
１

月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
県
内
の
消
防
団
員
や

そ
の
ご
家
族
に
対
し
て
、
ご
登
録

い
た
だ
い
た
店
舗
や
施
設
（
登
録

店
舗
）
か
ら
割
引
等
の
特
典
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
よ
り
、
全
県
で
消
防
団
活
動
を

応
援
す
る
機
運
を
高
め
る
と
と
も

に
、
地
域
の
安
全
に
対
す
る
関
心

を
高
め
、
地
域
の
防
災
力
強
化
に

つ
な
げ
て
い
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

す
。●

応
援
シ
ョ
ッ
プ（
登
録
店
舗
）

の
募
集
に
つ
い
て

●
消
防
団
員
の
利
用
方
法

防災ナビ
ＡＣ電源

乾電池

録音

録音 再生

緊急音量解除

大小

音量
・

・ ・

・
・

・

・
・

・

　

登
録
で
き
る
事
業
所
は
、
本
事

業
に
賛
同
い
た
だ
け
る
店
舗
お
よ

び
施
設
等
で
、
商
品
等
価
格
の
割

引
、記
念
品
や
飲
食
物
等
の
進
呈
、

買
い
物
ポ
イ
ン
ト
加
算
等
を
は
じ

め
と
し
た
各
種
サ
ー
ビ
ス
が
、
可

能
な
範
囲
で
で
き
る
事
業
所
で

す
。

　

な
お
、
登
録
い
た
だ
い
た
事
業

所
に
つ
い
て
は
県
よ
り
表
示
証
が

交
付
さ
れ
、
県
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
に
よ
り
事
業
所
名
が
公
表
さ

れ
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
新
た
な
顧
客
拡

大
、
社
会
貢
献
に
取
り
組
む
店

舗
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
、

店
舗
Ｐ
Ｒ
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

登
録
方
法
や
詳
細
に
つ
い
て

は
、
長
野
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
「
信
州
消
防
団
員
カ
ー
ド
」
を

１
人
１
枚
、
後
日
配
付
し
ま
す
の

で
長
野
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
利
用

可
能
な
店
舗
等
を
確
認
し
て
い
た

だ
き
、
利
用
の
際
は
カ
ー
ド
を
提

示
し
て
く
だ
さ
い
。

　

市
内
に
限
ら
ず
、
県
内
の
応
援

シ
ョ
ッ
プ
で
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

長
野
県 

危
機
管
理
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☎
０
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２
３
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７
１
８
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危
機
管
理
防
災
課 

防
災
消
防
係　
☎
62
３
１
１
１ 

内
線
３
７
１

第116回 

全国消防イメージ
キャラクター「消太」（ （

委員長
山﨑信男さん
（木島・吉）

委員長職務代理者
出澤芳則さん
（瑞穂・柏尾）

委　員
宮 澤 宝さ ん
（太田・蕨野）

委　員
池田稔幸さん

（飯山・奈良沢）

新
し
い
選
挙
管
理
委
員
が
決
定

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
９

月
定
例
市
議
会
で
の
選
挙

に
よ
り
新
し
い
選
挙
管
理
委

員
会
委
員
が
決
ま
り
ま
し

た
。
新
し
い
選
挙
管
理
委
員

会
の
体
制
は
次
の
と
お
り
と

な
り
、
任
期
は
平
成
27
年

10
月
11
日
か
ら
平
成
31
年

10
月
10
日
ま
で
の
４
年
間

で
す
。

　

ま
た
10
月
13
日
に
は
、

退
任
さ
れ
た
選
挙
管
理
委

員
会
委
員
へ
の
感
謝
状
贈
呈

式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
足

立
市
長
は
、
重
責
を
果
た
さ

れ
た
皆
さ
ん
の
ご
労
苦
を
ね

ぎ
ら
い
、
感
謝
の
言
葉
を
送

り
ま
し
た
。

（退任者：前列左 2人目から）
吉越和則さん　丸山茂彦さん　中澤繁男さん　渡邉喜久男さん

飯山市選挙管理委員会新体制

※市ではこのコーナーの有料広告を募集しています。詳しくは庶務課秘書広報係（☎ 62-3111 内線 337）までお問い合わせください。

 なちゅら
 に注目なな

飯山市文化交流館 　このコーナーはなちゅらが市民の皆さんに愛される施設になる
よう、さまざまな情報をお伝えするコーナーです。

錆鉄板と木 景色との調和 11 月 4日撮影

 文化交流課 文化振興係 ☎ 62-3111 内線 292

1月25日
オープン

　雪国の新幹線の駅前に、ストリートを内包するコミュニティーの場を計画しました。雁木と呼
ばれる雪国独特の知恵を基に、木と土の質感を持つ空間で、複数の機能を一つにつなぎ、このス
トリート自体から新しい文化が生成されてくることを期待しました。
　飯山の子どもたち、観光客、全ての人にとって、
山々の連なりのごとく、尾根をつなぎ、飯山の風
景に重ねました。
　雪深い飯山の全てを覆う白い世界に、赤茶けた
錆鉄板の劇場がたたずみます。錆は赤茶から少し
づつ黒の深みを増し、片山稲荷を背に、夏の緑や
秋の紅葉、年月と共に山々に囲まれた飯山の風景
に溶け込んでいきます。足元に立てば、「なちゅ

ら」の名の通り、木の香り漂う信州の唐松が大きく口を開け、優しく
迎え入れます。（隈研吾）

第 2回　設計に携わる隈研吾さんが語る外観

11 月 4日撮影

©The Courier
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　このコーナーでは、北陸新幹線の延伸をひとつの契機に、交流人口
の増加と地域経済の活性化を図ることを目的に飯山市と観光交流都市
協定を締結した都市の観光情報をご紹介していきます。各都市の魅力
を感じていただき、新幹線に乗って訪れてみてはいかがでしょうか。 20

通信
月
刊 通信いいやま

10 月 22日　しろやま保育園ほか

親子きずなコンサート
「かのんぷ♪」のお二人が保育園で熱唱

　10月 22 日、ボーカルデュオ「かのんぷ♪」のお二人に
よる親子きずなコンサートがしろやま保育園、木島保育園
で開催されました。
　しろやま保育園には、
同園園児や保護者のほか
あきは保育園の園児、子
育て支援センターの親子
など 120 人が集まりまし
た。「かのんぷ♪」のお二
人は園児たちとステージでセッションしたり、誕生日の子
どもの名前をバースデーソングに乗せて歌うなど普段、生
の演奏を聴く機会の少ない幼児たちを魅了していました。
また、子を思う親の気持ちをつづった歌なども熱唱。会場
内を温かな雰囲気にしてくれました。
　１歳のお子さんと来場されたお母さんは「子どもがずっ
とおとなしく聴き入っていた。母子ともにたいへん癒され
た時間だった」と感想を話してくれました。

21市報いいやま / 15.11

石川県 七尾市 Nanao City 魚津市 Uozu City

第4回 魚津 deバル街　開催 !!

市内のできごと

10 月 18日　太田地区五束

6 年に一度行われる伝統ある祭り
五束御柱祭 御神木披露が行われました

　北陸新幹線飯山駅のからくり時計のモデル、五束太々神
楽が奉納される神社ということで注目されている太田地区
五束の健御名方富命彦神
別神社。史料によると同
神社で 1800（寛政 12）
年に初めて開催され、以
来 6年に一度の開催で来
年 37回目となる御柱祭の
準備が進んでいます。
　8月 23 日に、御柱となる杉の木である御神木 2本が地元
などで組織される実行委員会（石田博夫委員長）により選
別されました。10 月 18 日には一之柱、二之柱の御神木披
露が行われ、しめ縄や木札などが巻きつけられました。
　今回、披露された２本の御神木は、来年 3月 6日に行わ
れる木本祭（このもとさい）で伐採、山出しされ、5月 3
日に行われる第 37回五束御柱祭では鳥居近くから引き上げ
られ、本殿の南北に建立されます。

　市内のジャンプ選手を目指す小中学生で構成され、県内
外で行われる大会へ参加するため、市営飯山シャンツェで
練習を行っている飯山市ジャンプスポーツ少年団が主催す
る「秋の飯山にジャンプ 子どもジャンプ体験教室」が 10
月 16 日市営飯山シャンツェで開催され、16 人の小中学生
が参加しました。
　5月と 8月に続く 4回目の開催となった今回の体験教室
では、ソチオリンピック銅メダリストの竹内択選手と 8月
30 日に白馬で行われたグランプリジャンプ第 6戦で初優勝
した作山憲斗選手（ともに飯山出身、北野建設所属）が指導。

竹内択選手、作山憲斗選手が丁寧に指導
 子どもジャンプ体験教室が開催されました 10 月 16日　市営飯山シャンツェ

子どもたちは地元の有名選手を目の前に少々緊張した面持
ちでしたが、熱心に指導
を聞きながら楽しいひと
ときを過ごしていました。
　閉会式で作山選手は「こ
の競技は夢のある競技、
みんな夢を持ってがん
ばってほしい」と竹内選
手は「ジャンプがうまくなるコツはとにかくジャンプを楽
しむこと」と子どもたちにエールを送りました。

野　沢
温泉村

  　

 栄
　  村

木 島
平 村

　栄村・津南町にまたがる苗場山麓ジオパークの携帯・ス
マホアプリ「ジオパークぶらり」で完成しました。57ある
ジオサイトの写真や解説のほか、ジオエリアの飲食店・宿
泊施設・お土産店・
資料館などの情報
が満載です。ジオ
サイトに行かなく
てもバーチャルで
サイト巡りができ
るほか、普段から
使える情報もたく
さん！スマホ＆タ
ブレットで　Apple 版と Android 版 ともに使用可能です
ので、皆さんどんどん活用してください。まずは「ジオパー
クぶらり」で検索！

　11 月 1 日から 11 月 23 日まで、３人の
芸術家が木島平村に滞在し、村民との交流をしながら作
品制作を行います。
　アーティストインレジデンスは、芸術家が非日常に身
を置きながら、異なる文化の中から刺激を受け創作活動
を行う取り組みです。滞在中に創作された作品は、もと
もと酒蔵だった建物を改築した「中町展示館」で展示し
ます。木島平村にお越しの際はぜひお立ち寄りください。

－展示会日程－   ～ HelloVillage Ⅲ～
■期　間　11月23日（月・祝）～12月13日（金）
        　 　10:00 ～ 17:00
■休館日　毎週木曜日
■場　所　中町展示館　入場無料
　　　　　（木島平村中町区:国道403号沿い）
■問合先　木島平村教育委員会 生涯学習係
　　　　   ☎ 82-2041

　七尾美術館ではイタリアで開催さ
れた絵本原画コンクールの入選作、
日本人 10 作家を含む 24 カ国 76 作
家のバラエティに富んだ作品を紹介。
ポルトガルの若手注目株カタリーナ・
ソブラルの絵本原画も特別展示。世
界の絵本も展示します。

2015イタリア・ボローニャ 国際絵本原画展

■会期　12月 13日（日）まで
　 9:00～17:00（入館は16:30まで）
　 ※会期中は無休
■観覧料　一般 800円　大高生 350円　※中学生以下無料
■関連イベント　・毎週土日曜日：かんたん絵本を作ろうよ !
・11/21 ㈯：ナイトミュージアム（20:00 まで夜間開館）
・11/22 ㈰：おはなし劇場　・11/23（月・祝）「のまりん」の
　紙芝居劇場ほか、アニメ上映会もあります。
■問合先　石川県七尾美術館　☎ 0767-53-1500

富山県

　魚津市内の飲食店を舞台に、お店
と街の魅力を感じながら、「食べ歩
き」＆「飲み歩き」＆「街歩き」を楽し
む魚津 deバル街。
　「バルチケット」を手に入れて、
バル街限定のおつまみ＆ドリンクを
楽しもう！チケットは５枚つづりで
前売り 3,500 円、当日 4,000 円。お
つまみをグレードアップさせる企画
「プラチケ」や市内ホテルで使える
超お得な「バル泊チケット」など楽しむ要素盛りだくさん！
　ぜひ魚津へ遊びに来てください！
■日　時　11月 20日（金）～ 22日（日）11:00 ～ 24:00
■問合先　魚津市観光協会　☎ 0765-22-1200
　　　　　Fax0765-23-0120
　http://www.uozu-kanko.jp/uozu-bar/index.html

携帯アプリで苗場山麓ジオパークの
　　　バーチャルツアーへ

■問合先　栄村役場商工観光課ジオパーク推進係
　　　　　☎ 87-3333

指導する作山選手（左）と竹内選手（中央）

10月 23日　市役所

2016年世界ロングディスタンストライアスロンに出場
飯山高教諭 渡邉靖之さんが表敬訪問

　2016 年 9月にアメリカオクラホマで行われる世界ロング
ディスタンストライアスロン選手権に出場する飯山高校教
諭渡邉靖之さんが 10月 23 日、市長を表敬訪問しました。
　同競技は通常のトライアスロンの 2倍の距離（スイム
2km、バイク80～100km、ラン20km）で争う過酷な競技で、
渡邉さんは世界大会の選考に参考とする大会で上位に入り、
国内の同年代クラスの最高ポイントを獲得し、世界大会へ
の出場を決めました。
　渡邉さんは、須坂市出
身。現在は市内の教員住
宅に住み、同校で英語を
教えていて、休日か平日
の朝、綱切橋から道の駅
「花の駅千曲川」までラン
ニングするなどのトレーニングを行っているそうです。ト
ライアスロン競技の魅力は「練習すればした分だけ成長を
感じることができること」と話してくれました。

市長に出場を報告する渡邉靖之さん

　野沢温泉スキー場、2016
シーズンを彩るイベントや
お得なサービスデー。冬の
楽しい思い出を、みんなで
一緒に分かち合おう。
○初滑りサービス期間
　11月 28日（土）～ 12月 18日（金）1日券特別サービス
○オープニングフェスティバル　12月 19日（土）
○スキー子供の日　12月 20日（日）から 3月 20日（日）
　までの第 3日曜日は、子ども（中学生以下）リフト料金無料
○大晦日ナイター＆カウントダウン花火　12月 31日（木）
○スキーの日特別記念日　1月 12日（火）
○冬の灯明夜祭り　3月 5日（土）
○はと車カップ（GSL大会・ディアヴァイセラウシュ大会）
　3月 12日（土）・13日（日）
○ナスキー杯大雪上運動会　3月 19日（土）
○春山まつり　3月 27日（日）
■問合先　野沢温泉スキー場 ☎ 85-3166 http://nozawaski.com

イイ冬、ほっとな時間（トキ）
　～野沢温泉物語～

  　3 人の芸術家が滞在　木島平アーティスト イン レジデンス 2015開催中

10月 30日　瑞穂地区小菅

第 27全国文化的景観地区連絡協議会千曲大会開催
今年 1月登録となった小菅にも大勢の視察が

　10月 28 日から文化的景観地区連絡協議会の全国大会が
千曲市で開催されました。最終日の 30日には見学会が行わ
れ、今年 1月に登録になったばかりの「小菅の里及び小菅
山の文化的景観」を視察しようと約 60名の参加者が小菅を
訪れました。
　一行は柱松柴燈行事の攻防が行
われる講堂前にバスで到着後、３
班に分かれてガイドの案内に耳を
傾けながら集落内を視察。この日
は雲りでうっすらと形が見える程
度でしたが、参道（カイド）から
妙高山を望んだり、小菅神社三の
鳥居をくぐり護摩堂周辺を散策し
ました。また、集落農地の石垣や
雪消し、野菜を洗うのに使われる
カワなど見学。雪国独自の風土に根差した地域住人の自然
との関わりや生活のあり方を風景から感じとっていました。

参道（カイド）を歩く一行


